
国立大学法人琉球大学における過半数代表者の選出に関する規則

平成１８年 ３月 ３日

制 定

（目的）

第１条 この規則は、琉球大学の各事業場において、教職員（常勤及び非常勤を含

む ）の過半数で組織する労働組合が存在しないことにかんがみ、労働基準法その他。

の法令に定めるところにより、事業場の教職員の過半数を代表する者（以下「過半

数代表者」という ）の選出を行うため、その選出等に関して必要な事項を定めるこ。

とを目的とする。

（定義）

第２条 この規則において、次の各号に掲げる用語の定義は、それぞれ当該各号に定

めるところによる。

（１）事業場 千原事業場、上原事業場及び西表事業場

（２）部局等 大学本部（附属図書館及び共同利用施設等を含む 、法文学部（法務。）

研究科を含む 、教育学部、理学部、医学部（附属病院及び医学研究。）

科を含む 、工学部及び農学部。）

（過半数代表者の任務）

第３条 過半数代表者は、事業場の教職員を代表して、労働基準法に基づく書面によ

る協定（以下「事業場協定」という ）の締結又は就業規則の作成若しくは変更につ。

いての意見書の提出、労働安全衛生法に基づく安全衛生委員会の委員の推薦その他

法令に基づく任務を行う。

２ 前項に規定する任務を円滑に遂行するために、過半数代表者は、当該任務を行う

間は、職務を免除される。当該任務を行う時間は、労働時間として保障される。

（過半数代表者の選出）

第４条 学長は、事業場協定の締結又は就業規則の作成若しくは変更等が必要となる

場合に、過半数代表者の選出をその都度実施するものとする。過半数代表者の選出

にあたって、任期を付すことはできない。

２ 学長は、計画的で効率的な事業場協定の締結又は就業規則の作成若しくは変更等

を図り、過半数代表者の選出を行うのが年１回となるように努めるものとする。翌

年度における過半数代表者の選出を待つことができない重要な案件が発生した場合

には、事業場の教員又は職員を組織する労働組合との労働協約に基づいて、過半数

代表者の選出を行うことができる。

３ 前２項の規定にかかわらず、安全衛生委員会の委員の推薦については、過半数代

表者が新たに選出されるまでの間、前回選出された過半数代表者が必要に応じて行

うことができる。この場合において、あらたに選出された過半数代表者により、当

該推薦は追認されることを要する。

（選出方法）

第５条 学長は、事業場協定の締結又は就業規則の作成若しくは変更等に関して、事

業場の教員又は職員を組織する労働組合との労働協約に基づき、当該労働組合に事

。前に情報提供を行い、労使のどちらか一方が申し出たら団体交渉を行うものとする

２ 学長は、事業場協定の締結又は就業規則の作成若しくは変更等に関して、教職員



への周知と教職員からの質問を受けるために、全学説明会を行うとともに、教職員

への周知を促進するために、琉球大学のホームページに当該案件を掲載する。

３ 前２項の手続きが行われた後、学長は、過半数代表者の選出に関する事務を行う

ために、各部局等に別に定める選挙管理委員会を置くとともに、労使双方の委員で

構成される中央選挙管理委員会を置く。

４ 中央選挙管理委員会は、過半数代表者の選出手続に十分な時間的な余裕をもたせ

るために、投票日の少なくとも３週間前に投票の日時を公示するものとする。

５ 中央選挙管理委員会は、投票日の１週間前までに過半数代表者の立候補を受け付

ける。過半数代表者に立候補する者は、立候補届出書（様式参照）により、中央選

挙管理委員会に届出を行うものとする。

６ 中央選挙管理委員会は、各部局等の選挙管理委員会から報告された投票結果を集

計し、有権者の過半数の投票を獲得した者を、過半数代表者として告示する。有権

、者の過半数の投票を獲得した者がいない場合は、上位１名について信任投票を行い

有権者の過半数の信任を得たときに過半数代表者として告示する。候補者が１名の

場合もこれに準ずる。

（教職員の選挙権及び被選挙権）

第６条 過半数代表者の選出に関する選挙告示日に事業場に勤務する教職員は、選挙

権及び被選挙権を有する。ただし、労働基準法第４１条第２号に規定する「監督又

は管理の地位にある者」に該当する者（別紙）は、被選挙権を有しない。

２ 前項に定めるもののほか，選挙告示日において，休職等の者及び県外等に出張・

研修等旅行中の者は選挙権を有しないものとする。ただし、その者が投票の日まで

に復職又は帰任したときは、この限りでない。

（教職員の意見表明権）

第７条 教職員は、事業場協定の締結、就業規則の作成若しくは変更又は安全衛生委

員会の委員の推薦等に関して、過半数代表者に意見を表明することができる。

（西表事業場の取り扱い）

第８条 西表事業場の過半数代表者の選出は、この規則にかかわらず適正な方法によ

り選出できるものとする。

（本規則の改廃手続）

第９条 本規則の改廃については、教員又は職員を組織する労働組合との労働協約に

基づき、当該労働組合の合意を得た上で行うものとする。

附 則

１ この規則は、平成１８年３月３日から施行する。

２ 第６条第１項の規定にかかわらず、非常勤の教員の投票に関しては、有効な投票

方法が確立するまで当分の間行わないものとする。

３ 国立大学法人琉球大学職員の過半数代表者の選出に関する規則（平成１７年１１

月９日制定）は、廃止する。



様式

立 候 補 届 出

平成 年 月 日

中央選挙管理委員会 殿

私は，国立大学法人琉球大学における過半数代表者の選出に関する規則第５条

第５項の規定及び公示第 号に基づき，国立大学法人琉球大学 事業場にお

ける過半数代表者の候補者として，届け出いたします。

所属

氏名 印



別 紙

監督又は管理の地位にある者

教 員

学部長 評議員 附属病院長 附属図書館長

研究科長 学科長 薬剤部長

大学評価センター長

遺伝子実験センター長

総合情報処理センター長

大学教育センター長

熱帯生物圏研究センター長

生涯学習教育センター長

留学生センター長

就職センター長

大学教育センターの共通教育等企画部門長

農学部附属亜熱帯フィールド科学教育研究センター長

教育学部附属教育実践総合センター長

附属中学校長 附属中学校副校長

附属小学校長 附属小学校副校長

一 般 職 員

部 長 経営企画監 課 長 事 務 長

看護部長


